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現状の日本 

• フォールバック問題はまだ未解決 

• AAAA filterがあちこちに 

– コンテンツ側 

– ISPのキャッシュDNS 

–ホームゲートウェイ 

→ トラブルシュートが複雑 

• IPv6ユーザはまだまだ少ない 

– 1%ちょっと 
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僕がユーザとして望むこと 
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インターネット 

IPv6/IPv4 

IPv6/IPv4対応サイト 

最小限の接続用機器 

最小限の設定 

ちゃんと繋がる 
接続性 

IPv6/IPv4な環境が 
さくっと来る 



計測 

• 実測データがあると説得力がある 
–グラフとかで頑張った感を見せられる 

• 分析と解釈は重要 
–変な目標にされちゃう危険 

• 指標 
–契約数、接続数 

– トラヒック、DNS 

–比率、総量 

–アクセス数 
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接続事業者 

• それぞれのサービスやってる 

• 勝手にサービスが良くなるなんてない 

–お金 

–変更に対する不満 

–流れに身を任せていると、ガンガン動いている人
のやっている事が主流になるよね 
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議論ポイント 

• 計測したい？ 

–誰が、どこで、何を、何のために？ 

–適切な提案しといた方が、後で困らない 

 

• 何かを変えたい？ 

–事業が伴わないと動かない 

–本気な人/事業者が頑張らなきゃいけない 
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あと、イベントってまた必要？ 

• 日本で日程を決めて何かやる？ 

 

• どんな業種の参加を募る？ 

• 条件は？ 
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